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都
議
会
第
１
回
定
例
会

開
会
日
の
２
月
22

日
に

都
民
要
求
実
現
全
都
連

絡
会
、
東
京
地
評
、
東

京
社
保
協
共
催
で
都
庁

前
昼
休
み
集
会
に
取
り

組
み
、
３
５
０
人
が
参

加
ま
し
た
。

集
会
は
、
東
京
地
評

伊
藤
潤
一
議
長
の
開
会

あ
い
さ
つ
に
続
い
て
、

５
団
体
か
ら
決
意
表
明

を
受
け
ま
し
た
。

練
馬
社
保
協
事
務
局

の

栗

原

昌

男

さ

ん

は

「
練
馬
区
は
、
国
保
の

短
期
証
、
資
格
証
明
書

の
発
行
が
全
都
で
も
最

多
、
そ
の
上
、
収
納
率

向
上
を
理
由
に
差
押
え

も
４
０
０
件
に
上
る
。

こ
れ
で
は
区
民
の
い
の

ち
を
守
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
差
押
え
を
止
め

さ
せ
る
た
め
に
全
力
で

運
動
を
す
す
め
る
」
と

区
民
に
冷
た
い
国
保

運
営
の
実
態
を
告
発

し
ま
し
た
。

東
京
社
保
協
は
、

昼
休
み
集
会
に
先
立

ち
都
知
事
と
全
会
派

に
①
放
射
能
汚
染
か

ら
都
民
を
守
り
、
②

災
害
に
強
い
防
災
都

市
東
京
、
③
い
の
ち
・

く
ら
し
・
雇
用
を
守

る
施
策
28

項
目
の
要

望
を
提
出
し
た
。

昨
年
10
月
か
ら
取
り
組

ん
で
き
た
「
安
心
し
て
払

え
る
国
保
料
（
税
）
の
た

め
に
市
区
町
村
へ
東
京
都

の
財
政
支
援
を
求
め
る
請

願
」
は
、
地
域
・
加
盟
団

体
の
積
極
的
な
取
り
組
み

で
、
１
４
４
０
０
筆
を
集

約
し
ま
し
た
。
福
士
敬
子

都
議
（
自
治
市
民
）
と
大

山
と
も
子
都
議
を
は
じ
め

と
す
る
共
産
党
都
議
団
８

人
の
合
計
９
都
議
会
議
員

が
紹
介
議
員
と
な
り
、
2

月
20
日
に
都
議
会
厚
生
委

員
会
で
審
査
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

審

査
で

は

大

山

委

員

（
共
産
党
）
の
み
が
討
論

に
た
ち
、
11
年
度
「
旧
た

だ
し
書
き
」
方
式
へ
の
変

更
で
低
所
得
世
帯
や
多
人

数
世
帯
が
大
幅
に
保
険
料

が
引
き
上
が
っ
た
こ
と
や

受
診
抑
制
が
広
が
っ
て
い

る
実
態
な
ど
を
社
保
協
の

国
保
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な

ど
具
体
的
な
事
例
を
示
し

て
請
願
採
択
を
迫
り
ま
し

た
。
ま
た
、
大
山
都
議
が

各
区
の
担
当
課
に
問
い
合

わ
せ
た
結
果
、
各
区
と
も

国
と
東
京
都
に
支
援
の
強

化
を
求
め
て
い
る
こ
と
も

強
調
し
ま
し
た
。

都
理
事
者
側
（
地
域
保

険
担
当
部
長
）
は
、
「
都

内
被
保
険
者
は
２
７
０
万

人
で
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者

１
５
６
０
人
程
度
で
は
比

較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」

「
特
別
区
の
保
険
事
業
は

特
別
区
の
判
断
で
行
わ
れ

て
お
り
、
来
年
度
の
国
保

料
も
区
長
会
で
了
承
さ
れ

て
い
る
」
な
ど
と
実
態
を

見
な
い
答
弁
に
終
始
し
ま

し
た
。

ま

た

、

総

務

部

長

は

「
国
保
は
相
互
扶
助
に
基

づ
く
社
会
保
障
制
度
」
な

ど
と
国
保
法
の
精
神
を
ゆ

が
め
る
よ
う
な
主
張
を
審

査
終
了
間
際
に
無
理
や
り

発
言
し
ま
し
た
。
採
択
に

賛
成
は
大
山
委
員
の
み
で

不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。



「
安
心
年
金
つ
く
ろ
う

東
京
連
絡
会
」
は
年
金
支

給
日
の
２
月
15
日
３
時
か

ら
池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
入

口

交

差

点

で

２

回

目

の

「

年

金

を

さ

げ

る

な

」

の

街

頭

宣

伝

行

動
を
実
施
し
ま
し
た
。

総
勢
20
人
で
テ
ィ
ッ
シ
ュ

に
ビ
ラ
を
挟
み
、
署
名
も

訴
え
ま
し
た
。
自
由
法
曹

団
東
京
支
部
の
事
務
局
長
、

東
京
国
公
の
書
記
長
、
都

老
協
会
長
、
年
金
者
組
合

中
央
本
部
の
政
策
部
長
、

同
都
本
部
の
女
性
の
会
会

長
、
同
政
策
・
学
習
部
長

が
約
１
時
間
に
わ
た
っ
て

演
説
し
ま
し
た
。

若
い
人
た
ち
が
大
勢
行

き
交
う
通
り
で
、
ビ
ラ
・

テ
ィ
ッ
シ
ュ
は
30
分
ほ
ど

で
５
０
０
枚
が
無
く
な
り
、

署
名
も
64
筆
が
集
ま
り
ま

し
た
。
署
名
を
し
て
10
分

以
上
も
の
話
に
な
っ
た
若

い
人
が
い
た
り
、
下
校
途

中
の
高
校
生
も
質
問
を
寄

せ
、
話
を
聞
い
て
く
れ
ま

し
た
。
若
い
人
達
に
も
年

金
に
つ
い
て
関
心
が
高
ま
っ

て
い
る
事
が
実
感
で
き
た

宣
伝
行
動
で
し
た
。
（
年

金
者
組
合
都
本
部

加
藤

勝
則
）
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東
京
都
の
「
大
気
汚
染
医
療
費

助
成
制
度
」
は
、
11
年
間
に
渡
り

闘
わ
れ
た
「
東
京
大
気
汚
染
公
害

裁
判
」
に
よ
っ
て
３
年
前
に
勝
ち

取
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
制
度
で
救

わ
れ
た
患
者
は
６
６
１
５
６
人
に

な
り
、
今
で
も
毎
月
７
０
０
人
前

後
の
方
が
新
た
に
認
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
医
療
費
が
無
料
に
な
っ
た

こ

と

に

よ

り

、

①

お

金

の

心

配

が

な

く

治

療

に

専

念

で

き

、

②

積

極

的

に

治

療

を

行

い
、
③
病
状
が
改
善
し
た
と
多
く

の
患
者
が
喜
ん
で
い
ま
す
。

し
か
し
、
５
年
目
を
期
に
今
年

こ
の
制
度
が
見
直
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
こ
と
を
ほ
と
ん
ど
の
方
が

知
り
ま
せ
ん
。

今
私
た
ち
は
、
全
国
の
公
害
患

者
と
手
を
結
び
、
国
に
「
新
し
い

救
済
制
度
」
の
創
設
を
求
め
る
署

名
運
動
を
進
め
て
お
り
、
東
京
で

は
17
万
に
達
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
東
京
都
に
、
国
に
新

た
な
救
済
制
度
が
創
設
さ
れ
る
ま

で
は
都
が
今
の
制
度
を
存
続
し
、

大
気
汚
染
に
よ
る
全
て
の
呼
吸
器

障
害
患
者
を
救
う
よ
う
制
度
の
拡

充
を
強
く
求
め
て
い
ま
す
。

新
婦
人
都
本
部

酒
井

つ
る
子

「
安
心
し
て
払
え
る
国
保
料
の
た
め
に
区
市

長
村
へ
の
東
京
都
の
財
政
支
援
を
」
求
め
る

署
名
の
委
員
会
審
査
を
傍
聴
し
ま
し
た
。

委
員
会
で
は
、
日
本
共
産
党
の
大
山
と
も
子
さ
ん
が

請
願
を
採
択
さ
せ
る
た
め
に
「
国
保
料
の
値
上
げ
で
負

担
が
大
変
な
実
態
や
都
民
の
命
を
守
る
た
め
に
、
東
京

都
が
役
割
を
発
揮
し
て
ほ
し
い
」
と
切
実
な
声
を
届
け

た
の
に
、
他
の
議
員
は
発
言
す
る
こ
と
も
な
く
、
質
問

す
る
大
山
さ
ん
へ
野
次
を
飛
ば
し
、
隣
の
議
員
と
お
し
ゃ

べ
り
を
す
る
な
ど
、
都
民
の
暮
ら
し
に
耳
を
傾
け
な
い

実
態
に
怒
り
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
新
婦
人
で
も
班
か
ら

値
下
げ
な
ど
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
ひ
ろ
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

「
原
発
は
い
ら
な
い
」

の
一
点
で
、
社
保
協

が
呼
び
か
け
て
ス
タ
ー

ト
し
た
実
行
委
員
会

は
、
毎
回
１
０
０
人

以
上
の
区
民
が
集
ま

り
、
会
議
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
中
継
し
た

り
、
Ｈ
Ｐ
で
賛
同
者

を
募
る
な
ど
ア
イ
デ

ア
を
出
し
合
い
準
備

を
す
す
め
ま
し
た
。

２
月
19

日
の
デ
モ

行
進
は
、
お
散
歩
カ
ー

10

台
の
子
ど
も
た
ち

と
高
齢
者
を
先
頭
に

５
０
０
０
人
の
参
加

者

が

思

い

思

い

に

「
原
発
ノ
ー
」
を
ア

ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。



12
春
闘
前
段

行
動
と
位
置
づ

け
、
東
京
春
闘

と
地
域
春
闘
を

中
心
に
関
係
単

産
は
1
月
18
日

か
ら
23
区
・
三

多
摩
30
自
治
体
、

大
島
町
の
54
自

治
体
を
対
象
と

し
て
53
自
治
体

と
懇
談
を
し
ま

し
た
。

公
契
約
適
正

化
の
課
題
で
は
、

多
摩
市
で
昨
年
12
月
21
日

に
公
契
約
条
例
が
制
定
さ

れ
た
こ
と
を
受
け
て
「
い

つ
か
は
や
ら
な
け
れ
ば
」

と
言
う
こ
と
が
「
現
実
の

課
題
」
に
引
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。

①
公
契
約
条
例
が
「
研
究
」

か
ら
「
検
討
」
に
引
上
げ

ら
れ
た
自
治
体
。
②
契
約

時
の
労
働
環
境
チ
ェ
ッ
ク

の
新
宿
方
式
が
、
荒
川
区

な
ど
に
広
が
る
。
③
入
札

時
の
総
合
評
価
で
賃
金
を

評
価
す
る
日
野
方
式
を
府

中
市
で
実
施
。
な
ど
今
ま

で
積
み
重
ね
た
運
動
が
反

映
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
知
恵

だ
し
と
実
行
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。

非
正
規
職
員
な
ど
の
自

治
体
最
低
賃
金
平
均
は
、

昨
年
の
８
７
８
円
か
ら
８

８
９
円
と
11
円
引
き
上
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

地
域
別
最
低
賃
金
の
引
き

上
げ
の
運
動
が
反
映
さ
れ

た
結
果
で
す
。
し
か
し
、

フ
ル
タ
イ
ム
働
い
て
も
月

14
万
円
で
は
、
自
立
し
た

生
活
は
で
き
ず
「
官
製
ワ
ー

キ
ン
グ
プ
ア
」
状
態
か
ら

は
抜
け
出
せ
ま
せ
ん
。

「
公
共
工
事
で
ま

と
も
な
賃
金
を
」
あ

る
い
は
「
官
製
ワ
ー

キ
ン
グ
プ
ア
」
な
く

せ
の
要
求
の
強
ま
り

と
自
治
体
の
防
災
対

策
、
地
域
主
権
改
革

一
括
法
の
実
施
に
よ

る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
と
執
行
体
制
の

懸
念
の
課
題
も
加
わ
っ

た
こ
と
も
あ
り
懇
談

に
は
理
事
者
側
も
組

合
側
も
参
加
者
が
増

え
ま
し
た
。
（
東
京

地
評
・
影
山
政
行
）

渋
谷
社
保
協
で
は
、
２

月
１
日
に
団
体
署
名
回
収

の
た
め
の
地
域
訪
問
と
宣

伝
を
行
い
、
２
月
13
日
に

「
消
費
税
増
税
・
税
と
社

会
保
障
一
体
改
革
・
Ｔ
Ｐ

Ｐ
問
題
」
で
学
習
会
、
２

月
23
日
に
「
怒
り
の
総
行

動
」
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
２
月
27
日
・
３
月
６

日
に
地
域
宣
伝
行
動
、
３

月
13
日
に
「
３
・
13
重
税

反
対
行
動
」
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

「
怒
り
の
総
行
動
」
で

は
、
当
日
は
雨
の
た
め
予

定
し
て
い

た
早
朝
宣

伝
・
デ
モ

行
進
・
地

域
宣
伝
行

動
は
、
中

止
と
な
り

ま
し
た
が

区
役
所
、

労
基
署
、

税
務
署
な

ど
に
対
し

て
、
要
請

行
動
を
行

い
「
消
費
税
増
税
反
対
・

社
会
保
障
の
拡
充
」
に
対

す
る
取
り
組
み
を
す
す
め

て
い
ま
す
。

税
務
署
に
は
「
民
主
的

税
務
行
政
及
び
税
制
の
確

立
に
関
す
る
申
し
入
れ
」

の
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

懇
談
で
は
、
長
引
く
不

況
と
昨
年
の
震
災
以
降
、

中
小
企
業
の
経
営
悪
化
に

よ
る
廃
業
や
転
職
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
業
者
が

相
次
い
で
い
る
こ
と
、
昨

年

11

月
に
改
定
さ
れ
た

「
国
税
通
則
法
」
に
よ
り
、

納
税
者
に
新
た
な
義
務
を

課
し
、
権
利
を
侵
害
す
る

内
容
に
対
し
て
全
国
か
ら

反
対
の
声
が
あ
る
こ
と
を
、

税
務
署
に
伝
え
ま
し
た
。

消
費
税
が
10
％
に
な
っ
た

ら
商
売
が
や
っ
て
い
け
な

い
中
小
企
業
の
厳
し
い
状

況
を
改
め
て
訴
え
、
実
態

に
即
し
た
対
応
を
し
て
ほ

し
い
と
要
請
を
行
い
ま
し

た
。
（
渋
谷
社
保
協
・
田

中
徹
）
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税
務
署
へ
要
請
・

懇
談
す
る
渋
谷

社
保
協
の
仲
間
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３月 当面の日程
05日(月)12:00～13:00 都民連宣伝 於：新宿駅西口

06日(火)13:30～東京生存権裁判支援する会

07日(水)14:00～中央社保協運営委員会

09日(金)18:30～子どもと貧困学習交流会 於：労働会館５階

11日(日)12:00～「社会保障と税の一体改革」宣伝行動 於：吉祥寺駅前

13:30～3・11中央集会 於：井の頭公園

17日(土)14:00～安心年金ネット宣伝 於：新宿駅東口

21日(水)11:00～12:00 院内集会

13:30～15:00 ３団体院内集会（各界連・中央社保協・国民大運動）

於:衆議院第２議員会館多目的会議室
※第３回常任幹事会 ３月２２日（木）13:30～ 東京労働会館５階東京地評会議室

2
月
20
日
「
ウ
エ
ー
ブ
21

立
川
を
よ
く
す
る
会
」
は
、

立
川
市
と
の
懇
談
を
は
じ
め

て
行
い
ま
し
た
。
こ
の
懇
談

に
は
、
市
側
か
ら
14
人
の
各

担
当
課
長
、
ウ
エ
ー
ブ
21
か

ら
８
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

「
市
政
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の

結
果
と
、
選
挙
以
降
の
立
川

市
民
の
く
ら
し
を
守
る
立
川

市
の
施
策
を
ふ
ま
え
、
緊
急

要
望
書
を
市
長
に
提
出
し
た

も
の
で
す
。
懇
談
の
内
容
は

「
国
民
健
康
保
険
料
の
引
き

上
げ
を
し
な
い
で
！
」
の
要

望
に
は
、
全
て
の
市
民
か
ら

み
た
公
平
・
公
正
性
の
確
保

と
保
険
制
度
の
「
受
益
者
負

担
の
原
則
を
考
慮
し
、
適
切

に
引
き
上
げ
た
」
と
回
答
し
、

社
会
保
障
制
度
と
し
て
の
国

民
健
康
保
険
制
度
に
お
け
る

自
治
体
の
役
割
を
果
た
し
て

い
な
い
回
答
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
国
保
の
一
部
負
担

金
の
減
免
制
度
（
国
保
法
44

条
）
の
周
知
方
法
に
つ
い
て

は
、
今
年
４
月
か
ら
の
実
施

を
め
ざ
し
「
一
部
負
担
金
の

減
免
等
」
に
つ
い
て
の
制
度

周
知
用
の
ポ
ス
タ
ー
や
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
配
布
を
、
市
内

医

療

機

関

な

ど

に

協

力

を

求

め

る

た

め

に
「
地
域
三
師
会
」
と
協
議

中
と
の
画
期
的
な
回
答
が
あ

り
ま
し
た
。
も
し
、
こ
れ
が

実
施
さ
れ
れ
ば
全
国
初
の
取

り
組
み
と
な
り
ま
す
。

「
国
保
の
短
期
証
・
資
格

証
明
書
を
発
行
す
る
な
」
の

要
望
に
は
「
一
律
的
な
対
応

は
で
き
な
い
、
被
保
険
者
の

個
々
の
状
況
に
応
じ
て
交
付

し
て
い
る
」
と
回
答
。
「
短

期
証
は
期
限
が
来
た
ら
各
世

帯
に
郵
送
」
と
、
短
期
証
で

の
無
保
険
状
態
は
つ
く
っ
て

い
な
い
と
の
回
答
で
し
た
。

資
格
証
明
書
の
裏
書
（
注

意
事
項
）
に
つ
い
て
は
、
市

議
会
で
要
望
も
出
さ
れ
、
注

意
事
項
に
、
「
『
重
篤
な
病

気
及
び
傷
病
等
の
特
別
な
事

情
』
で
被
保
険
者
証
を
交
付

す
る
」
こ
と
が
加
筆
さ
れ
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

首
都
圏
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟

は
、
国
と
ア
ス
ベ
ス
ト
建
材
企

業
の
責
任
を
問
う
た
め
３
８
８

人
の
原
告
で
提
訴
し
ま
し
た
。

建
設
業
で
の
ア
ス
ベ
ス
ト
被

害
は
現
在
も
大
き
な
広
が
り
を

見
せ
、
極
め
て
重
大
な
健
康
被

害
と
な
っ
て
い
ま
す
。

私

た

ち

は

、

全

て

の

ア

ス

ベ

ス

ト

被

害

者

が

救

済

さ

れ

る

補

償

制

度

を

め

ざ

し

て

い
ま
す
。

裁
判
も
大
詰
め
を
迎
え
、
4

月
25
日
に
は
東
京
地
裁
で
結
審
、

5
月
25
日
に
は
横
浜
地
裁
で
建

設
ア
ス
ベ
ス
ト
に
つ
い
て
は
初

め
て
の
判
決
が
出
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
こ
の
訴
訟
提
訴

後
、
生
存
原
告
の
う
ち
66
人
が

苦
し
い
闘
病
生
活
の
末
、
判
決

を
聞
く
こ
と
な
く
す
で
に
命
を

落
と
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
勝
利
判
決
を
得

て
、
原
告
の
「
命
あ
る
う
ち
の

解
決
」
を
実
現
す
る
決
意
で
す
。

社
保
協
加
盟
団
体
・
地
域
社
保

協
の
み
な
さ
ん
、
訴
訟
勝
利
に

向
け
て
支
援
を
い
た
だ
け
ま
す

よ
う
心
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。


